
「平成２８年度 ふくしまから はじめよう。学力向上のための 

『つなぐ教育』推進事業」の推進地域の取組           

拠点校名  下郷町立下郷中学校 

推進協力校名  下郷町立旭田小学校、下郷町立江川小学校、下郷町立楢原小学校 

    

下郷町四つ葉のクローバープラン 

をもとにした「つなぐ教育」の実践 
  

平成２６年度から３年間の下郷町での取組について紹介します。このことが子どもたち

の学力向上につながる取組として、少しでも参考になれば幸いです。 

 下郷町での「つなぐ教育」の実践を紹介するには、まず、「下郷町四つ葉のクローバー

プラン（以下クローバープラン）」を説明する必要があります。クローバープランとは、

平成１７年度から、小学校３校、中学校１校、計４校の連携を核として、家庭や保育所も

巻き込みながら子どもたちの生き抜く力を支えるべく「確かな学力」を定着させることを

目的として組織されました。 

 平成２８年度も、この組織を活用して様々な事業を実践してきました。「つなぐ教育」

を実践していくにあたっては、既存のクローバープランの組織に下郷町ＰＴＡ連絡協議会

の組織を加え、より保護者の協力を得やすい体制を作りました。 

 下郷町ＰＴＡ連絡協議会の組織を組み入れたことは、保護者の理解・協力を得るために

大変効果がありました。クローバープランの取組をＰＴＡ会長との連名で行うことなどに

より、保護者の理解度も上がるという成果もありました。 

クローバープランの組織図 

 

   

 
 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

旭田小 江川小

楢原小 下郷中

 



               本年度は、前年度の反省をもとに、「小中学校の連携」 

「小学校同士の連携」「学校と家庭の連携」に重点的に取り

組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             学習習慣・生活習慣の定着を図るために、小中の全家庭へ 

「我が町の子どもを育てる７か条」「学びの習慣 下郷学習プ

ラン」をクリアーケースに印刷し配付しました。児童生徒が普

段持ち歩けるものに印刷することによって、児童生徒の意識を

高めることを目的としました。 

また、「町ＰＴＡ連絡協議会」とタイアップして、児童生徒

間のトラブル原因になりかねない、携帯機器の使用について、

外部からの講師を招聘し、教育講演会を開催しました。保護者

と教員も危機感を共有できた時間となりました。 

 

このような取組をとおして、今年度の成果と課題を次のように

まとめました。 
１ 成果 
（１）児童生徒を町全体で育てていく体制づくりができた。 
（２）町ＰＴＡ連絡協議会（保護者）との連携が強化されてきた。 
（３）学力向上に向けて取り組む体制を再確認できた。 
（４）教職員の資質や専門性の向上につながった。 
２ 課題 
（１）学力向上につながる実践の研修がさらに必要である。 
（２）学校・保護者・地域の負担が増えすぎないように、クローバープランの実践内容 
  を精選する必要がある。 
（３）「家庭学習」を学力向上に欠かせないものとして取り上げ、家庭学習の内容や取

り組ませ方について工夫していく必要がある。 

 

【小学校：中学校英語教師とのＴＴによる外国語活動の授業と研究会の様子】 

  

主な取組の内容 

成果と課題 

学校同士をつなぐ 

学年部会の計画で小小連携を、教科部会の計画で

小中連携を、それぞれ担当の教師が協力し、企画・

立案・実践しました。 

【合同生活科：学校探検】 【合同社会科：発表会の様子】 

学校と家庭を 

つなぐ 

小中連携 

小小連携 

  




